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地域・在宅看護学部門 
 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Yuki M, Furuto J, Kawahara K, Suzuki Y. Mental Health of Life Support Counsellors Six Years after the 
Fukushima Nuclear Power Plant Disaster. TNMC &WANS International Nursing Research Conference 2017; 
20171020; Bangkok, Thailand. 
 
高瀬佳苗, 三浦浅子, 高木孝子. いわき南部地区の拠点病院におけるがんサバイバーのための健康学習プログラ

ムと交流サロンの展開. 第26回日本健康教育学会学術大会; 20170624-25; 東京. 日本健康教育学会誌. 
25(Suppl.):195. 
 
久保木友江, 古戸順子. 居宅介護支援事業所が捉えている在宅看取りの促進要因と阻害要因～社会資源の少ない

地域における在宅看取り推進への課題～. 第22回日本在宅ケア学会学術集会; 20170715-16; 札幌. 抄録集. 186. 
 
森 里美, 山田美恵子, 大和田いずみ, 古戸順子, 高橋香子. 産前産後・育児休業を取得した保健師が復職前

に抱いていた仕事や子育てに対する思い. 第76回日本公衆衛生学会総会; 20171031; 鹿児島. 日本公衆衛生雑誌. 
64(10特別):622. 
 
鈴木良香, 古戸順子, 結城美智子. 福島原発事故による避難生活で在宅介護する家族介護者の精神的健康と介護

負担感－1年後の追跡調査から－. 第37回日本看護科学学会学術集会; 20171217; 仙台. 電子抄録集. 116. 
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論  文 
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not maternal confidence. Asia Pacific Journal of Public Health. 201703; 29(2_suppl.):139S-150S. 
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57(4):652-659. 
 

著 書・訳 書 

 
 
太田 操 編著. ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程（第3版）. 東京: 医歯薬出版; 201702. 
 
石田登喜子, 枝村浩江, 太田 操, 木村英子, 佐藤恵美子, 齋藤喜美, 鈴木妙子, 箆伊久美子, 渡邉一代. 
第3章 看護過程の実際 事例展開. In: 太田 操 編著. ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程（第3版）. 
東京: 医歯薬出版; 201702. p.31-124. 
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